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平成 23年 11月 11日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 陽 光 都 市 開 発 

代 表 者 名 代表取締役社長 田 中  忍 

 （ＪＡＳＤＡＱ コード 8946） 

問 合 せ 先 常 務 取 締 役 小 坂 竜 義 

 ＴＥＬ (045) 324-2444（代表） 

 

 

平成 23年 12 月期通期（連結・個別）業績予想の修正及び 

債務超過の見込みに関するお知らせ 

 

 当社は平成 23 年 12 月期（平成 23 年 1 月 1 日～平成 23 年 12 月 31 日）の業績予想につきまし

て、平成 23年２月 21日付「平成 22年 12月期 決算短信」にて発表いたしました数値を下記のと

おり修正するとともに、債務超過の見込みにつきましてお知らせいたします。 

 

記 

 

１.平成 23年 12月期 （連結・個別）業績予想数値の修正 

（１）連結業績予想（平成 23年１月１日～平成 23年 12月 31日） 

（単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （A） 5,316 34 △41 2 32円 48銭 

今 回 修 正 （B） 4,250 △303 △440 △482 △7,828円 74銭 

増 減 額 (B)-(A) △1,066 △337 △399 △484 ― 

増 減 率  △20.1% ― ― ― ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績  

（ 平 成 2 2 年 1 2 月 期 ）  
9,116 △247 △443 3 64円 55銭 

 

（２）個別業績予想（平成 23年１月１日～平成 23年 12月 31日） 

（単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （A） 5,268 27 △49 △6 △97円 45銭 

今 回 修 正 （B） 4,202 △349 △476 △500 △8,121円 10銭 

増 減 額 (B)-(A) △1,066 △376 △427 △494 ― 

増 減 率  △20.2% ― ― ― ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績  

（ 平 成 2 2 年 1 2 月 期 ）  
8,699 △290 △503 13 217円 50銭 
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２．修正理由 

（１）連結業績予想 

a．売上高・売上総利益 

平成23年12月期におきましては、売上高が4,250百万円（前回業績予想比1,066百万円減）、

売上総利益が241百万円（前回業績予想比320百万円減）となる見込みであります。セグメ

ント毎の理由につきましては、以下のとおり記載いたします。 

 

ア．不動産販売事業 

投資用マンション事業につきましては、中古物件の買取り再販戸数が当初計画より10戸

少なく（売上147百万円減）、さらに戸別販売予定の物件（40戸）を販売期間の短縮を図

るために一棟で販売することとしたため販売価格を見直しております（第２四半期会計期

間におきまして販売用不動産評価損34百万円を計上しております）。また、新築投資用マ

ンションを当期に仕入をして販売をする計画を見込んでおりましたが、その仕入を行うこ

とができず、売上が250百万円減少する見込みであります。 

流通・流動化事業につきましては、販売済み土地１案件につきましては、当初予定価格

より20百万円減額して販売をしております（第２四半期会計期間におきまして販売用不動

産評価損20百万円を計上しております）。第４四半期会計期間に販売予定の土地１案件に

つきましては、50百万円販売価格を下げて売却する予定であります。また、土地１案件（売

上予定価格200百万円）につきましては、土地売却からマンション開発をする計画に変更

したため、売上が翌期以降にずれております。また、中古の１棟区分マンションをリノベ

ーションして販売する計画で売上高280百万円を見込んでおりましたが、物件仕入を行う

ことができず、売上が減少する見込みであります。 

その結果、売上高が3,358百万円（前回業績予想比981百万円減）、売上総利益が87百万

円の損失（前回業績予想比250百万円減）となる見込みであります。 

 

イ．不動産管理事業・不動産賃貸事業・不動産仲介事業・その他事業 

安定した収益事業として堅調に推移しておりますが、賃貸の借り換え需要が減少したた

め、空室率が増加し、賃貸料収入が減少、小修繕などのリフォーム売上、賃貸仲介売上が

当初の計画より下回り、また、中古投資用マンションの売買仲介も、経済状況の低迷が続

く中、投資に対する姿勢が依然慎重となっており当初の計画を下回る見込みであります。 

その結果、売上高が892百万円（前回業績予想比85百万円減）、売上総利益328百万円（前

回業績予想比70百万円減）となる見込みであります。 

 

b．販売費及び一般管理費・営業利益・経常利益 

販売費及び一般管理費につきましては、コスト管理を徹底し、ほぼ計画どおりの544百万

円（前回業績予想比17百万円増）となる見込みであります。また、不動産販売の売上計上

が計画より遅れることにより、事業資金の借入増加、ＰＪ資金の借入返済の遅れ、さらに

は、財務内容の悪化から金利などの借入コストも高くなり、また、事業資金の新規調達手

数料などにより営業外収益が当初予想より62百万円減少する見込みであります。 

その結果、営業損失は303百万円（前回業績予想比337百万円損失増）、経常損失は440百

万円（前回業績予想比399百万円損失増）となる見込みであります。 

 

c．当期純利益 

第１四半期会計期間におきまして事業構造改善費用20百万円、事業構造改善引当金繰入額

16百万円を計上いたしました。また、不動産の売却活動に際し一部の債権者と債務の免除

につきまして協議を行いましたが、不動産の売却が進まず、条件等の協議が整わなかった
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ため、当初計画で見込んでおりました特別利益37百万円の計上ができませんでした。 

その結果、当期純損失は482百万円（前回業績予想比484百万円損失増）となる見込みであ

ります。 

 

（２）個別業績予想 

平成23年12月期通期個別業績予想につきましては、上記連結業績予想とほぼ同様の理由に

より、売上高は4,202百万円（前回業績予想比1,066百万円減）、売上総利益180百万円（前

回業績予想比347百万円減）、販売費及び一般管理費529百万円（前回業績予想比29百万円

増）、営業損失は349百万円（前回業績予想比376百万円損失増）、経常損失は476百万円（前

回業績予想比427百万円損失増）、当期純損失は500百万円（前回業績予想比494百万円損失

増）となる見込みであります。 

 

（３）業績予想修正の経緯 

第２四半期会計期間終了時点で、不動産販売事業におきまして、年初に立てた計画に大幅

な遅れが生じておりました（平成23年７月22日に開示しております「販売用不動産評価損

の計上及び平成23年12月期第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください）。当社といたしましては、第３四半期会計期間におきまして、

その遅れを挽回すべく、営業活動を行ってまいりましたが、現時点でこの遅れを取り戻す

ことができておらず、現状の不動産市況や当社グループの販売活動の状況から、業績予想

を修正することといたしました。 

 

３．債務超過の見込み 

上記のとおり、当社グループは、平成 23年 12月期におきまして当期純損失 482百万円（連

結）を計上する見込みであり、このままでは、同期末におきまして 103 百万円の債務超過（連

結）となる見込みであります。 

当社は、以前より資本の増強策の実施を検討してまいりましたが、できるだけ早く資本増強

が実施できるよう、鋭意努力してまいります。また、当社は事業構造の変革を図るべく、リ

ストラクチャリングを積極的に実施してまいりました。販売用不動産の売却により損失は計

上したものの、売却に伴う資金回収により継続的な資金の安定化が図れており、今期におき

まして減少し続けた資金が前期末と同水準まで回復をしております。さらには、不動産管理

事業を中心とした事業収益に見合った販売管理費及び借入コストまで削減できる見込みであ

り、来期におきましては毎月の安定した利益の獲得とキャッシュ・フローが見込める状況と

なっております。資本増強に加え、来期の安定的な収益による財務基盤の強化により、債務

超過の見込みを早期に解消してまいります。 

 

以 上 

 

（注）本資料に記載しております予想数値は、本資料作成日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は様々な要因によって上記予想数値と異なる可能性があります。 


